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1. 2026年6月期第1四半期の連結業績（2025年7月1日～2025年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年6月期第1四半期 1,551 7.5 65 △11.6 85 89.8 57 ―

2025年6月期第1四半期 1,443 31.4 73 226.6 45 △85.0 △3 ―

（注）包括利益 2026年6月期第1四半期　　78百万円 （124.8％） 2025年6月期第1四半期　　34百万円 （△90.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年6月期第1四半期 90.88 ―

2025年6月期第1四半期 △5.02 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年6月期第1四半期 8,898 6,474 65.4 9,229.72

2025年6月期 9,343 6,441 62.1 9,201.65

（参考）自己資本 2026年6月期第1四半期 5,818百万円 2025年6月期 5,801百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年6月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00

2026年6月期 ―

2026年6月期（予想） 0.00 ― 70.00 70.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 6月期の連結業績予想（2025年 7月 1日～2026年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,650 △2.4 580 △41.2 580 △39.9 330 △32.4 523.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年6月期1Q 661,000 株 2025年6月期 661,000 株

② 期末自己株式数 2026年6月期1Q 30,548 株 2025年6月期 30,548 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年6月期1Q 630,452 株 2025年6月期1Q 630,454 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢や所得環境の改善、インバウンド需要の拡大等によ

り緩やかな回復基調で推移しましたが、中東地域等の地政学的リスクの長期化を背景とした不安定な国際情勢の影

響による世界的な資源・エネルギー・原材料価格の高騰、米国の相互関税政策による貿易摩擦等により、景気の下

振れが懸念されるなど先行きは不透明な状況が続いております。

　当社グループの主力事業であります建設業界は、公共投資は堅調に推移し、民間設備投資も企業の設備投資意欲

が継続傾向にありますが、建設資材価格・原材料価格の高騰や労働者不足による労務費の高止まり等も続いており

ますので、経営環境は依然として不透明な状況であります。

　このような状況下、当社グループは総力を挙げて受注活動を行うとともに、砕石製品等の販路拡張にまい進して

まいりました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は15億５千１百万円（前年同四半期比7.5％増）と

なり、営業利益６千５百万円（前年同四半期比11.6％減）、経常利益８千５百万円（前年同四半期比89.8％増）と

なり、その結果、親会社株主に帰属する四半期純利益５千７百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期

純損失３百万円）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（建設事業部門）

　当第１四半期連結累計期間の受注高は７億８百万円（前年同四半期比47.5％減）、完成工事高は６億８千４百万

円（前年同四半期比37.6％増）、営業利益は１千３百万円（前年同四半期比23.3％増）となりました。

（建材事業部門）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は７億１千万円（前年同四半期比11.7％減）、営業利益は１億円（前年同四

半期比5.8％減）となりました。

（酒類事業部門）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は５千５百万円（前年同四半期比4.1％減）、営業損失は６百万円（前年同

四半期は営業損失９百万円）となりました。

（その他の事業部門）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は１億１百万円（前年同四半期比21.4％増）、営業利益は１千２百万円（前

年同四半期比10.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は63億４千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億２千７

百万円減少いたしました。これは主に受取手形・完成工事未収入金等が５億１千３百万円減少いたしましたが、現

金預金が６千８百万円増加したことによるものであります。

　固定資産は25億５千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ１千７百万円減少いたしました。これは主に有形

固定資産が３千万円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は、88億９千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億４千４百万円減少いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は19億７千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億７千２

百万円減少いたしました。これは主に未払法人税等が２億７千８百万円、短期借入金が９千３百万円減少したこと

によるものであります。

　固定負債は４億４千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ５百万円減少いたしました。これは主に長期借入

金が２千２百万円減少いたしましたが、繰延税金負債が１千５百万円増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、24億２千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億７千７百万円減少いたしまし

た。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は64億７千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ３千３百

万円増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益５千７百万円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は65.4％（前連結会計年度末は62.1％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年６月期決算発表時（2025年８月18日）に公表した通期の業績予想については現時点での変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,684,693 4,752,941

受取手形・完成工事未収入金等 1,863,467 1,349,836

棚卸資産 196,053 213,661

その他 24,162 24,805

流動資産合計 6,768,375 6,341,244

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 259,219 253,223

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 618,349 590,838

土地 985,683 998,586

リース資産（純額） 7,034 6,301

その他 16,640 7,715

有形固定資産合計 1,886,927 1,856,665

無形固定資産

採石権 7,031 6,794

その他 4,363 4,236

無形固定資産合計 11,394 11,031

投資その他の資産

投資有価証券 182,040 205,976

保険積立金 206,851 211,205

繰延税金資産 66,087 54,948

退職給付に係る資産 93,770 89,197

その他 209,155 209,514

貸倒引当金 △80,941 △80,941

投資その他の資産合計 676,964 689,899

固定資産合計 2,575,286 2,557,596

資産合計 9,343,662 8,898,841

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 327,683 396,321

短期借入金 1,077,334 983,824

リース債務 3,240 3,244

未払費用 143,427 60,706

未払法人税等 299,036 20,864

未成工事受入金 285,953 264,842

工事損失引当金 3,950 7,830

賞与引当金 11,882 47,528

その他 296,812 191,362

流動負債合計 2,449,319 1,976,523

固定負債

長期借入金 186,005 163,754

リース債務 4,551 3,739

繰延税金負債 13,468 28,544

退職給付に係る負債 146,624 152,282

役員退職慰労引当金 61,730 66,989

その他 40,093 32,056

固定負債合計 452,473 447,365

負債合計 2,901,792 2,423,889

純資産の部

株主資本

資本金 942,950 942,950

資本剰余金 594,649 594,649

利益剰余金 4,345,365 4,358,528

自己株式 △35,892 △35,892

株主資本合計 5,847,073 5,860,236

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,113 74,729

為替換算調整勘定 △103,990 △116,069

その他の包括利益累計額合計 △45,876 △41,340

非支配株主持分 640,672 656,056

純資産合計 6,441,869 6,474,952

負債純資産合計 9,343,662 8,898,841
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年７月１日

　至　2025年９月30日)

売上高

完成工事高 497,111 684,252

兼業事業売上高 946,056 867,061

売上高合計 1,443,167 1,551,314

売上原価

完成工事原価 443,572 638,648

兼業事業売上原価 587,443 543,764

売上原価合計 1,031,015 1,182,413

売上総利益

完成工事総利益 53,538 45,604

兼業事業総利益 358,612 323,296

売上総利益合計 412,151 368,901

販売費及び一般管理費 338,354 303,665

営業利益 73,796 65,235

営業外収益

受取利息 461 2,723

受取配当金 34 42

固定資産賃貸料 7,723 6,094

為替差益 － 11,443

その他 13,372 5,112

営業外収益合計 21,592 25,416

営業外費用

支払利息 2,438 2,984

支払保証料 1,229 1,044

その他 46,472 736

営業外費用合計 50,140 4,764

経常利益 45,248 85,887

特別利益

固定資産売却益 － 19,774

圧縮未決算特別勘定戻入額 － 8,036

特別利益合計 － 27,810

特別損失

減損損失 210 2,447

特別損失合計 210 2,447

税金等調整前四半期純利益 45,038 111,251

法人税、住民税及び事業税 15,160 18,375

法人税等調整額 22,417 18,895

法人税等合計 37,578 37,270

四半期純利益 7,459 73,980

非支配株主に帰属する四半期純利益 10,623 16,685

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△3,164 57,294

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年７月１日

　至　2025年９月30日)

四半期純利益 7,459 73,980

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18,912 16,615

為替換算調整勘定 46,384 △12,079

その他の包括利益合計 27,472 4,535

四半期包括利益 34,932 78,516

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 24,308 61,830

非支配株主に係る四半期包括利益 10,623 16,685

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年７月１日

至　2024年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年７月１日

至　2025年９月30日）

減価償却費 67,035千円 52,832千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

建設事業 建材事業 酒類事業 計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
497,111 805,104 57,366 1,359,582 76,118 1,435,701 - 1,435,701

その他の収益（注)４ - - - - 7,465 7,465 - 7,465

外部顧客への売上高 497,111 805,104 57,366 1,359,582 83,584 1,443,167 - 1,443,167

セグメント間の内部
売上高又は振替高

290 15,844 258 16,392 6,870 23,262 △23,262 -

計 497,401 820,949 57,624 1,375,974 90,455 1,466,430 △23,262 1,443,167

セグメント利益又は

損失（△）
11,028 106,940 △9,514 108,455 11,434 119,890 △46,093 73,796

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2024年７月１日　至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油販売事業、不動産事業、太陽

光発電事業、環境事業、警備事業及び乳酸菌事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額46,093千円には、セグメント間取引消去2,803千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用48,897千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．その他の収益7,465千円は、不動産事業の売上高であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「その他」セグメントにおいて、機械、運搬具及び工具器具備品の減損損失を計上しております。な

お、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては210千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

建設事業 建材事業 酒類事業 計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
684,252 710,540 55,034 1,449,828 94,011 1,543,839 - 1,543,839

その他の収益（注)４ - - - - 7,474 7,474 - 7,474

外部顧客への売上高 684,252 710,540 55,034 1,449,828 101,486 1,551,314 - 1,551,314

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,504 5,085 220 8,810 6,570 15,380 △15,380 -

計 687,757 715,626 55,255 1,458,638 108,056 1,566,695 △15,380 1,551,314

セグメント利益又は

損失（△）
13,597 100,760 △6,825 107,533 12,587 120,120 △54,884 65,235

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2025年７月１日　至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油販売事業、不動産事業、太陽

光発電事業、環境事業、警備事業及び乳酸菌事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額54,884千円には、セグメント間取引消去2,927千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用57,812千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．その他の収益7,474千円は、不動産事業の売上高であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「酒類事業」セグメントにおいて、機械、運搬具及び工具器具備品の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては2,447千円であります。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注

記）」に記載のとおりであります。
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受 注 高

千円 ％

2026年６月期第１四半期累計期間 635,079 △50.1

2025年６月期第１四半期累計期間 1,272,865 337.6

2026年６月期

第１四半期累計期間

2025年６月期

第１四半期累計期間
比較増減 増減率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

建設事業

土 木

官 公 庁 443,944 69.9 775,431 60.9 △331,487 △42.7

民 間 129,826 20.4 52,305 4.1 77,521 148.2

計 573,770 90.3 827,736 65.0 △253,965 △30.7

建 設

官 公 庁 17,600 2.8 42,800 3.4 △25,200 △58.9

民 間 43,708 6.9 402,328 31.6 △358,620 △89.1

計 61,308 9.7 445,128 35.0 △383,820 △86.2

合 計

官 公 庁 461,544 72.7 818,231 64.3 △356,687 △43.6

民 間 173,535 27.3 454,634 35.7 △281,099 △61.8

計 635,079 100.0 1,272,865 100.0 △637,786 △50.1

３．四半期建設事業受注の概況

(株式会社才田組受注高)

（注）１．受注高は、当該四半期までの累計額であります。

２．パーセント表示は、前同四半期比増減率であります。

受注実績内訳

（注）　パーセント表示は、構成比率であります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年11月13日

サイタホールディングス株式会社

取締役会　御中

如水監査法人

福岡県福岡市

指定社員
業務執行社員

公認会計士 松尾　拓也

指定社員
業務執行社員

公認会計士 飯村　光敏

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているサイタホールディングス株式会社の2025年７月１日か

ら2026年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年７月１日から2025年９月30日まで）及び第１四

半期連結累計期間（2025年７月１日から2025年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開

示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、証券会員制法人福岡証券取引所の

四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不

確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定

的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいている

が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第

１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項につ

いて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害

要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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